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今月の年金相談は

10時～15時  新館第５会議室
2日・16日㊋2日・16日㊋日㊋

要予約

10広報うき 2024・7・1

身に覚えのないサイト利用料・未納料金など

架空の料金を請求する詐欺に注意

相談は 宇城市消費生活センター ☎33－8277 へ

実在する会社や公的機関をかたって電
話をして、身に覚えのないサイトの利用料や
架空の未納料金を請求する。

▪ コンビニなどで電子マネーカードの購入を指
示し、番号を教えさせる方法は全て詐欺。
▪ 非通知や知らない番号は出ない、話を聞かな
い、かけ直さない。
▪ 不明な点があるときは、事業者の連絡先を調
べて問い合わせてみる。
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令和6年度の国民年金保険料

免除・納付猶予申請の受け付け開始

　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得が一定以

下の場合や失業した場合などに保険料の全額または一

部（4分の3、半額、4分の1）を免除。

　免除（全額免除・一部免除）申請

　20歳以上50歳未満で、本人・配偶者それぞれの前

年所得が一定額以下の場合、納付を猶予。

納付猶予申請

　学生本人の所得が一定額以下の場合、

納付を猶予。

　学生納付特例申請

注
意

一部免除の場合は、残りの一部保険料をは、残りの一部保険料を

納めないと未納とと同じ扱いになります。

　保険料が納付できない場合に、本人が申請し承
認されると、納付が免除・猶予されます。
　2年1カ月前の分まで受け付けができます。

詳しくは
こちら

　最近多いのは、プリペイド型電子マネーを購
入後、別の人物が公的機関をかたり電話をかけ
てくる｢劇場型勧誘｣と呼ばれる手口です。
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本
人
通
知
制
度

『
通
知
書
は
、
登
録
者
自
身
に
係

る
証
明
書
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場

合
に
限
り
送
付
し
ま
す
。』

私
が
市
民
課
に
登
録
し
た
の
は
、

「
宇
城
市
本
人
通
知
制
度
」。こ
れ
は
、

他
人
が
勝
手
に
自
分
の
戸
籍
謄
本
な

ど
を
取
得
し
た
と
き
は
連
絡
が
来
る

制
度
で
す
。

２
０
１
１
年
、
法
務
事
務
所
の
社

長
、
司
法
書
士
ら
５
人
が
職
務
上
請

求
書
を
大
量
に
偽
造
し
て
戸
籍
を
不

正
に
入
手
し
、
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

捜
査
か
ら
大
が
か
り
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
り
、
延
べ

28
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た（
プ
ラ
イ

ム
事
件
）。
依
頼
の
大
半
は
差
別
的

な
結
婚
調
査
で
し
た
が
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

上
の
円
グ
ラ
フ
は
２
０
１
９
年
に

宇
城
市
が
行
っ
た
市
民
意
識
調
査
の

一
つ
。
就
職
・
結
婚
時
な
ど
に
、「
本

人
や
家
族
の
職
業
・
学
歴
・
収
入
財

産
・
病
歴
・
障
害
の
有
無
な
ど
を
調

べ
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」と

尋
ね
た
も
の
で
す
。残
念
な
が
ら「
調

べ
る
べ
き
で
な
い
」は
お
よ
そ
３
分

の
１
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

先
の
事
件
の
背
景
に
は
、
い
ま
だ

に
結
婚
や
就
職
の
と
き
に
身
元
調
査

を
お
こ
な
い
、
出
身
地
や
国
籍
な
ど

で
相
手
を
判
断
す
る
差
別
意
識
や
悪

し
き
社
会
的
慣
習
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

結
婚
時
の
身
元
調
査
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
就
職
採
用
に
お
い
て
も
、

「
本
人
の
能
力
と
適
性
と
は
関
係
な

い
こ
と
に
執
着
し
て
採
用
選
考
す
る

こ
と
は
、
企
業
の
差
別
体
質
を
さ
ら

け
出
す
こ
と
に
も
な
り
、
社
会
的
な

信
用
を
失
墜
さ
せ
る
」（
福
岡
市
企
業

同
和
問
題
推
進
協
議
会
）こ
と
で
す
。

こ
の
事
件
に
よ
り
、
本
人
通
知
制

度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
、
現

在
４
６
０
市
町
村
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
本
人
通
知
制
度
」の
登
録
者
が
増

え
る
こ
と
は
不
正
入
手
を
抑
制
し
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問

題
を
許
さ
な
い
有
力
な
方
法
の
一
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

「男女共同参画社会」について考えてみませんか？

女性の社会進出が進んだ現在、｢男女共同参画
社会｣を築くことは必要不可欠です。
　今年4月、今後消滅する可能性があると分析さ
れた市町村が公開され、大きな話題となりました。
熊本も県南を中心に18市町村が消滅可能性自治体
とされています（宇城市は入っていません）。
　ではなぜ「消滅可能性」なのでしょうか。それは

～『ひと』と『ひと』で築く、やさしい住みよいまちづくり～

熊本県立大学総合管理学部教授。
地方自治充実・強化のための方策、
参加・協働のまちづくりを研究課
題として取り組んでいる。

澤田道
みちお

夫さん（54）

市男女共同参画審議会、新会長の
澤田道夫さんに話を聞きました

Profile 地方から都市部へ女性が流出することにほかなり
ません。次世代を担う子どもを出産できる女性が
減少することで、人口減少が加速するのです。
　よって地域の将来を考えるなら、女性が住みや
すいまちかどうか、女性の雇用・結婚・妊娠・出
産・子育てに対し十分な支援ができているかとい
うことを常に考えなければいけません。
　国際的な指標であるジェンダー・ギャップ指数
（GGI）では、日本の順位は世界146ヶ国中118位と
低い順位に留まっています。日本が構築してきた
男性優位の社会システムが現代の閉塞感を生み出
し、地方の急激な人口減少を招くのかもしれませ
ん。市民一人ひとりに男女共同参画についてもう
一度考えていただきたいと思います。

就職や結婚などの身元調査

宇城市人権に関する意識調査 2019.11

調べるべきでない

調査は当然

調査は仕方ない

どうでもよい

わからない
12％

34.6％

13％25.9％

10.7％


